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　北空知広域農業協同組合連合会　きたそらち農業
協同組合の早坂優美代表理事組合長らは、３月28
日（水）に幌加内町を訪れ、学校給食米（２ヵ月分）
を贈呈しました。
　子どもたちの健やかな成長と食文化を大切にする
本事業。毎年、この時期に提供していただいていま
す。４・５月より町内の給食に使用していく予定と
なっています。

日本ハムファイターズ開幕戦
を応援してきました！

　３月31日（土）、４月１日（日）の２日間、北海道
日本ハムファイターズの開幕戦を観戦してきまし
た。両日80名以上の町民と一緒に札幌ドームに行
き、迫力あふれるファイターズ選手の活躍を見てき
ました。また本町の応援大使である「西川遥輝」選
手も豪快なスイングでヒットを重ねるとドームが一
体となって歓喜にあふれました。

ＪＡより
学校給食米を寄贈

　公明党の所属の佐藤英道衆議院議員が4月8日
（日）に本町を訪れ、今冬の大雪による農業被害等を
視察いたしました。
　視察には佐藤衆議院議員ほか、上川振興局農務務
課の山下部長や農協中央会岩見沢支所の伊藤支所長
ら13名が長留内地区の現場確認を行い、町側から
町長・副議長・産業課長が現場説明にあたりました。
　その後、本町の雪害の事情が考慮され、農地の融
雪促進に関する国の支援事業に繋がり、融雪剤の散
布や圃場の雪割り作業などが支援対象事業に決まり
ました。

　今年で創業50周年という節目を迎えられ、また、
永年多くの町内の塗装業に従事されました、浦辻塗
装株式会社（浦辻札雄社長）が3月22日（木）に町役
場を訪れ、「長年お世話になっている幌加内に恩返
しを…」との想いから、細川町長に目録を手渡しま
した。
　細川町長は、「いただいた寄附金はより良い町づ
くりのために大切に使わせていただきます」と感謝
の言葉を述べ、浦辻社長へ感謝状を手渡しました。

浦辻塗装株式会社
300万円を町に寄付

公明党農林部会が
大雪による農業被害等を視察

写真中央…佐藤秀道衆議院議員
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祝　入学・入園・入所式 おめでとう♪
４月２日　双葉保育園　新入園児４名
４月６日　幌加内小学校　新入生３名
４月５日　幌加内中学校　新入生12名

4月10日　みゆき保育所　新入所児１名
4月６日　朱鞠内小学校　　新入生２名
4月９日　幌加内高等学校　新入生13名

幌加内高等学校
幌加内中学校

朱鞠内小学校

みゆき保育所

幌加内小学校

双葉保育園

62018.5



ららららららららららら らららららららららら

質問事項　①出身地　②抱負

① 網走市
② 住民からの要望にお応えで
きるよう、早く仕事を覚え、
住民の方の目線に立って仕
事に取り組みますので、こ
れからよろしくお願いしま
す。

住民課環境衛生係 伊藤　慎一

新規採用町職（平成30年4月1日採用）

① 旭川市
② 早く仕事を覚え、皆様の役
に立てるよう頑張りますの
でよろしくお願いします。

農業委員会農地係 遠藤　音弥

① 旭川市
② 保健師として、住民の皆さ
んの健康を支えていきたい
と思います。よろしくお願
いします。

保健福祉課すこやか保健係　滝本裕理香

① 札幌市
② 幌加内町地域おこし協力隊
員として、そば生産量日本一
の「幌加内町」の名前を日本
中にPRするため「幌加内町
そば活性化協議会」の事務
局員となり、幌加内町ために
貢献させていただきます。

林　　勝三

① 幌加内町
　（札幌に24年間在住）
② 地域おこし協力隊員として配
属されました「ほろかない振興
公社」で、生産量日本一を誇る
ソバについて学び、知識を深
め、様々なアイディアを発信し
ていきたいと思います。

中南　信哉
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新規地域おこし協力隊（平成30年4月1日採用）

教育長就任挨拶 教育長　小野田　倫久

　このたびの、議会の同意を賜り教育長に就任することとなりました。
　教育長の職責の重さに身が引き締まる思いでございます。
　これから前教育長を引継ぎ、細川町長が進める「対話を大切に、調和のとれ
たまちづくり」これを念頭に、微力ではありますが本町教育行政の推進発展に
努めていく所存であります。
　町民の皆様のご指導ご協力を賜りますようお願い申し上げ、教育長就任のご
挨拶とします。

（任期：平成30年４月１日～平成33年５月31日）

人事異動のお知らせ
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各課の配置と主な業務内容各課の配置と主な業務内容各課の配置と主な業務内容
朱 鞠 内 支 所

38-2211
支 所 長　竹脇　　剛　　 　係　　荒　洸佑

○各種届出申請　○町税や各種使用料の納入及び収納
○戸籍　○印鑑登録

学 校 給 食 セ ン タ ー
35-2432

幌 加 内 高 等 学 校
35-2405

事 務 長　髙田　美穂

農 業 技 術 セ ン タ ー
35-2604

除 雪 セ ン タ ー
35-2713

深 川 消 防 署 幌 加 内 支 署
35-2246

1F

3F

アルク あえる

正面玄関

議 会 事 務 局
35-2121

事務局長　加藤　誠一  
庶務係長　岡田　由美

○議会庶務　○議会広報　○監査

建 　 設 　 課   35-2123

○工事入札及び契約
○道路、河川、橋梁整備及び維持管理
○除排雪　○土木工事　○建築工事　
○上下水道

住 　 民 　 課   35-2124

○戸籍　○印鑑登録　○国民年金
○乳幼児医療　○後期高齢者医療
○墓地、葬祭場　○ゴミ（廃棄物）処理

産 　 業 　 課
35-2122

 

土 地 改 良 区 派 遣

○農業経営　○制度資金　○農業振興
○畜産全般　○地籍管理　○商工　
○労働　○観光　○水産　○林業
○有害鳥獣駆除

出 納 室

北空知信用金庫

農 業 委 員 会
35-2122

○農業委員会総会
○農地売買
○農業者年金農家
　基本台帳整備

保 健 福 祉 課  35-3090

○介護認定調査　○感染予防　○予防接種　○医療施設
○児童福祉　○保育所　○老人福祉　○生活保護　○民生委員 

幌 加 内 診 療 所
35-2321 教 育 委 員 会  35-2177

   

 

○学校教育　○奨学資金　○社会教育
○公民館及び社会教育施設管理
○図書室管理運営　○スキー場管理運営 

地 域 振 興 室
35-2121

○まちづくりにかかる各種計画
○広域行政　○企画
○企業誘致　
○新エネルギー
○そば振興 

総   務   課
35-2121

　

○儀式、表彰　○自治区　○例規　○職員関連
○町道民税等　○納税証明　○防災
○広報広聴　○統計　○情報管理　○町財政全般

副 町 長 　 村 上 　 　 悟

町   長 　 細 川 　 雅 弘木下　敏夫

三上　賢逸 佐藤　和俊

佐藤　　淳管 理 係所 長

副支署長

主 幹
（庶 務）
主 幹

（予 防）

庶務係長

救急救助
係 主 任

消防団係

救急救助係

藤原　秀一

椋井　義友

岡田　　伸

腰越　真人

中川　佳太

山谷　洋人

石川　義光

事 務 局 次 長
学 務 課 長
社 会 教 育 課 長
社 会 教 育 係
学 校 教 育 係

清原　吉典
内山　　渉
加藤　洋恵
川内谷晋吾
西成亜姫奈

主 幹

あんしん
介護係長
介護保険
係 長
しあわせ
保 健 係

理学療法士

山本めぐみ

北村　康栄

相澤　雅彦

小林　大輝

小本　　剛

副 主 幹

すこやか
保健係長
あんしん
介 護 係
すこやか
保 健 係

伊藤　理加

宮内　智子

寺林　和哉

滝本裕理香

課長補佐

環境衛生
施設係主査

住民生活係

環境衛生係

岩本美佐江

渡邉　義夫

飯沼　剛史

伊藤　慎一

環境衛生
施設係長
戸籍年金係
主 査
国民健康
保険医療係

山谷　弘一

佐藤　雪枝

大家　　優

主 幹
副 主 幹
農 政 係 長
農業振興係長
農 政 係 主 査
林 務 係

新江　和夫
松岡　　剛
野村　道宏
高木　敏光
松本　隆史
岡久　貢太

課長補佐　石黒　政士

主 幹
企画調整係長
地域振興係

野口　卓也
伊藤　宗徳
西山　慎也

主 幹
副 主 幹
防災係長
庶務係主査
管財係主査
税 務 係
庶 務 係

椿　　英万
加藤　美幸
堀川　剛史
堺　　秀樹
北村　卓也
村上　隼哉
仙丸　海里

主 幹
副 主 幹
財政係長
財政係主査
庶 務 係
広報統計係

三浦依理子
安藝　　修
菊地　　宏
丹波　　洋
大家　　絢
猪谷　祐介

事務局次長
　　柏原　　潤
農地係
　　遠藤　音弥

主幹（水道）
主幹（建築）
水 道 係

髙田　英樹
藤田　夏樹
梅津　孔希

主幹（土木）
副 主 幹

山田　英樹
塚田　裕紀

主 幹
（消防団）
主 幹

（救急救命）
主 幹

（警 防）

予防係長

警防係主任

庶 務 係

予 防 係

横川　正明

有働　裕妃

髙橋　　優

野原　恵一

及川　竜平

倉内　陽平

鈴木　恭平

次 長 笠井　博文

次 長 技術係長

事 務 長

看 護 師

薬 局 長
（嘱 託）

蔵前　裕幸

畠山　　泉

杉山　修一

看護師長

医事係長

Ｘ線技師
（嘱 託）

水谷　裕美

金森　愛華

永森　浩司

朱鞠内・添牛内・政和診療所
38-2213　37-2117　37-2315

所 長 大山　和彦

支署長　水谷　修一

所長　森﨑　龍郎

室長　山本　久稔 課長　村上　雅之
課長　宮田　直樹

課長　竹谷　浩昌
課長　大野　克彦

課長　中河　滋登 教育長　小野田　倫久
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各課の配置と主な業務内容各課の配置と主な業務内容各課の配置と主な業務内容
朱 鞠 内 支 所

38-2211
支 所 長　竹脇　　剛　　 　係　　荒　洸佑

○各種届出申請　○町税や各種使用料の納入及び収納
○戸籍　○印鑑登録

学 校 給 食 セ ン タ ー
35-2432

幌 加 内 高 等 学 校
35-2405

事 務 長　髙田　美穂

農 業 技 術 セ ン タ ー
35-2604

除 雪 セ ン タ ー
35-2713

深 川 消 防 署 幌 加 内 支 署
35-2246

1F

3F

アルク あえる

正面玄関

議 会 事 務 局
35-2121

事務局長　加藤　誠一  
庶務係長　岡田　由美

○議会庶務　○議会広報　○監査

建 　 設 　 課   35-2123

○工事入札及び契約
○道路、河川、橋梁整備及び維持管理
○除排雪　○土木工事　○建築工事　
○上下水道

住 　 民 　 課   35-2124

○戸籍　○印鑑登録　○国民年金
○乳幼児医療　○後期高齢者医療
○墓地、葬祭場　○ゴミ（廃棄物）処理

産 　 業 　 課
35-2122

 

土 地 改 良 区 派 遣

○農業経営　○制度資金　○農業振興
○畜産全般　○地籍管理　○商工　
○労働　○観光　○水産　○林業
○有害鳥獣駆除

出 納 室

北空知信用金庫

農 業 委 員 会
35-2122

○農業委員会総会
○農地売買
○農業者年金農家
　基本台帳整備

保 健 福 祉 課  35-3090

○介護認定調査　○感染予防　○予防接種　○医療施設
○児童福祉　○保育所　○老人福祉　○生活保護　○民生委員 

幌 加 内 診 療 所
35-2321 教 育 委 員 会  35-2177

   

 

○学校教育　○奨学資金　○社会教育
○公民館及び社会教育施設管理
○図書室管理運営　○スキー場管理運営 

地 域 振 興 室
35-2121

○まちづくりにかかる各種計画
○広域行政　○企画
○企業誘致　
○新エネルギー
○そば振興 

総   務   課
35-2121

　

○儀式、表彰　○自治区　○例規　○職員関連
○町道民税等　○納税証明　○防災
○広報広聴　○統計　○情報管理　○町財政全般

副 町 長 　 村 上 　 　 悟

町   長 　 細 川 　 雅 弘木下　敏夫

三上　賢逸 佐藤　和俊

佐藤　　淳管 理 係所 長

副支署長

主 幹
（庶 務）
主 幹

（予 防）

庶務係長

救急救助
係 主 任

消防団係

救急救助係

藤原　秀一

椋井　義友

岡田　　伸

腰越　真人

中川　佳太

山谷　洋人

石川　義光

事 務 局 次 長
学 務 課 長
社 会 教 育 課 長
社 会 教 育 係
学 校 教 育 係

清原　吉典
内山　　渉
加藤　洋恵
川内谷晋吾
西成亜姫奈

主 幹

あんしん
介護係長
介護保険
係 長
しあわせ
保 健 係

理学療法士

山本めぐみ

北村　康栄

相澤　雅彦

小林　大輝

小本　　剛

副 主 幹

すこやか
保健係長
あんしん
介 護 係
すこやか
保 健 係

伊藤　理加

宮内　智子

寺林　和哉

滝本裕理香

課長補佐

環境衛生
施設係主査

住民生活係

環境衛生係

岩本美佐江

渡邉　義夫

飯沼　剛史

伊藤　慎一

環境衛生
施設係長
戸籍年金係
主 査
国民健康
保険医療係

山谷　弘一

佐藤　雪枝

大家　　優

主 幹
副 主 幹
農 政 係 長
農業振興係長
農 政 係 主 査
林 務 係

新江　和夫
松岡　　剛
野村　道宏
高木　敏光
松本　隆史
岡久　貢太

課長補佐　石黒　政士

主 幹
企画調整係長
地域振興係

野口　卓也
伊藤　宗徳
西山　慎也

主 幹
副 主 幹
防災係長
庶務係主査
管財係主査
税 務 係
庶 務 係

椿　　英万
加藤　美幸
堀川　剛史
堺　　秀樹
北村　卓也
村上　隼哉
仙丸　海里

主 幹
副 主 幹
財政係長
財政係主査
庶 務 係
広報統計係

三浦依理子
安藝　　修
菊地　　宏
丹波　　洋
大家　　絢
猪谷　祐介

事務局次長
　　柏原　　潤
農地係
　　遠藤　音弥

主幹（水道）
主幹（建築）
水 道 係

髙田　英樹
藤田　夏樹
梅津　孔希

主幹（土木）
副 主 幹

山田　英樹
塚田　裕紀

主 幹
（消防団）
主 幹

（救急救命）
主 幹

（警 防）

予防係長

警防係主任

庶 務 係

予 防 係

横川　正明

有働　裕妃

髙橋　　優

野原　恵一

及川　竜平

倉内　陽平

鈴木　恭平

次 長 笠井　博文

次 長 技術係長

事 務 長

看 護 師

薬 局 長
（嘱 託）

蔵前　裕幸

畠山　　泉

杉山　修一

看護師長

医事係長

Ｘ線技師
（嘱 託）

水谷　裕美

金森　愛華

永森　浩司

朱鞠内・添牛内・政和診療所
38-2213　37-2117　37-2315

所 長 大山　和彦

支署長　水谷　修一

所長　森﨑　龍郎

室長　山本　久稔 課長　村上　雅之
課長　宮田　直樹

課長　竹谷　浩昌
課長　大野　克彦

課長　中河　滋登 教育長　小野田　倫久
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　町立幌加内診療所では、旭川市「森山病院」と病院連携に関する協定を締結し、内科医師を毎週
水曜日または木曜日に派遣を受け、診療業務を行います。従来の森﨑医師、大山医師の診療に加え、
幌加内町の医療体制の充実を図ります。

曜日
時間・内容

月 曜 日 火 曜 日 水 曜 日 木 曜 日 金 曜 日

９:00～12:00
　　　 外来診療 森﨑医師 森﨑医師

森﨑医師 大山医師
森﨑医師

菊池医師 山田医師

14:00～17:00
　　　　外来診療 森﨑医師

休　診
14：30～　
　予防接種

大山医師 大山医師
森﨑医師

菊池医師 山田医師

森山病院派遣医師診療日（５月）

循環器内科
山田　豊 医師

消化器内科
菊地陽子 医師

診療日・診療時間

日 月 火 水 木 金 土
5/1 2 3 4 5

菊地医師
6 7 8 9 10 11 12

山田医師
13 14 15 16 17 18 19

山田医師
20 21 22 23 24 25 26

菊地医師
27 28 29 30 31

山田医師
＊６月以降は、幌加内町ホームページ、広報誌、ＩＰ告知でお知らせします。

町立幌加内診療所と
旭川市医療
法人元生会「森山病院」

平成30年４月１日～

病院連携開始
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　軽自動車税の納期限は5月31日（木）です。
　「納税通知書」がお手元にある方で、口座振替をご利用でない方は、納
税通知書をお持ちの上、納期限までに納付をお願いします。
　また、口座振替をご利用の方は、口座残高の確認をお願いいたします。

北空知信用金庫本支店、きたそらち農業協同組合幌加内
支所、役場出納窓口、役場朱鞠内支所
役場総務課税務係　TEL 35－2121（内115）

自動車税の納期限は5月31日（木）です。
■納税通知書について
　納税通知書の発付日は、平成30年5月7日（月）です。
　お手元に届かない場合は、札幌道税事務所自動車税部課税担当
（011-746-1190）までご連絡ください。
■納める場所
　道内の金融機関・郵便局、総合振興局・道税事務所の窓口のほか、コン
ビニエンスストアやインターネットを利用したクレジット納税ができます。
■口座振替納税について
　自動車税の納税は、簡単便利な口座振替をご利用できます。お申し込
みは、札幌道税事務所自動車税口座振替担当（011-746-1257）まで
ご連絡ください。
■納税に関するご相談
　やむを得ない事情で納期内に納税できないなど、納税についてのご相
談は、お近くの総合振興局又は道税事務所までお問合せください。
■お問合せ
　上川総合振興局納税課（0166-46-5100）
　名寄道税事務所（01654-2-4148）

　幌加内町では、地震をはじめとする大
規模災害や武力攻撃などの緊急事態の発
生時に、全国瞬時警報システム（※Jア
ラート）から発信される国からの緊急放
送を、さまざまな情報伝達手段を用いて
確実に皆さまへお伝えするため、町内で
緊急情報伝達手段の訓練を行います。
　以下の日時に、各戸に設置してい
る「IP告知端末機」及び「屋外スピー
カー」から放送が流れますが、訓練放送で
すので、実際の災害などとお間違えのない
ようにご注意ください。
※訓練当日、実際の災害が発生する可能
性がある場合は、中止いたしますので
ご了承願います。

●訓練実施日時　5月16日（水）
　　　　　　　　　　　午前11時00分
●配信文
　①上りチャイム音
　②「これは、Jアラートのテストです。」×3
　③下りチャイム音
●お問合せ　役場総務課防災係
　（TEL：0165-35-2121　内線113）

IP告知端末機を用いた
情報伝達訓練

お問合せ

納付場所

イトウを見ましたよ！
　こんにちは。幌加内町地域おこし
協力隊佐々木です。幌加内町には日
本を代表する大型の淡水魚「イトウ」
が生息していると聞いていました。さ
かな好きの私としては是非とも見て
みたいと思っていたところ、チャンス
が来ました。母子里の老人クラブへ
ふまねっと運動の説明で訪問させて
いただいたとき、ひとりの会員の方
が「イトウ見せてあげるよ」と、そ
の方の自宅に誘ってくださったので
す。まだ一面真っ白の雪原をしばし
歩き、案内された川のほとりになん
と！１メートル以上はあるかと思われ
るイトウが佇んでいたのです。川面は

春の力強い光が差し込んでキラキラ
としています。そんな日はお日様の光
を浴びようとして、この場所に来るそ
うなんです。幻といわれる生き物に出
会えて感動！案内いただいた８０才を
超えている紳士に感謝！ありがとうご
ざいました。

任期２年目に思うこと
　地域にお住いの人々の生活支援
活動を今後も行っていきます。それ
は、診療所など病院へ行きたいけれ
ど、自力では難しいという人がいた
ら手助けする活動だったり、買い物
に行きたいけれど自力では難しいと
いう人の手助けだったりします。活動
しながら、地域コミュニティの活性化
に寄与する動き、いわゆるソーシャル
ビジネス（社会的企業）を起こせるよ
う、幌加内町の農林水産物などの活
用や、地域のさまざまな人が手を組
んで小規模なビジネスを行いながら、
ご近所の課題解決を民間主体で行え
るようになれたらという構想を考えて
いきます。幌加内町の農林水産業や
他の産業においても、旭川市や札幌
市などの都市部と切り離してはなら
ない相互の補完関係はあると考えま

す。生産者と消費者の距離を縮める
観点から、たとえば都市部の子ども
たちが幌加内町に長期滞在して、農
業について学んだりできるようにプラ
イベートで子どもたちを呼ぼうと思っ
ています。引率の先生入れても決し
て大勢ではないので、まずは自分の
家に呼んでベースキャンプとしたいで
すね。幌加内町の星空を見るだけで
も感動モノですからね！　そして、農
産廃棄物である蕎麦殻。蕎麦殻を有
効活用したいです。ひそかに自宅の
家庭菜園の土壌改良材にと思ってい
ろいろ試していますが、バイオリアク
ター（微生物等を培養する働きを持
つもの）としての機能がなんとなくあ
りそうな予感がするので、蕎麦殻で
「炭」を作ろうかと企んでいます。土
の団粒構造を壊さず、微生物の量も
程よくというバランスのとれた土を
作ってみたいのです。で、そこにトマ
トを植えて収穫しミートソースを作る。
美味しい食事は、実は「土に秘密が
あった」ということを実感したいと思
います。親戚の家の納屋に確かもみ
殻の燻炭機があったと思うので、と
にかく何でもTRYしてみることにしま
した。乞うご期待！

幌加内町地域おこし協力隊から

佐々木祥信
札幌市出身。平成29年８月幌加
内町へ単身赴任。好きなものは
妻の笑顔。自ら作るミートソー
ススパゲティと牛丼は有名店の
味を超えたかも！？と、独り言
を言っている。食品衛生責任者
講習修了済み。

プロフィ
ール
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士別警察署かわら版
～ 春の地域安全運動の実施 ～
◯ みんなで築こう、安全で安心な大地 ○
　５月11日から20日までの間、「春
の地域安全運動」が実施されます。
　子供・女性対象犯罪や特殊詐欺
等の犯罪の発生を地域の皆さんの
力で防止し、犯罪のない安全で安
心して暮らせる地域社会を実現し
ましょう。

■自転車の安全利用の促進■
　～手軽でも、重いよ自転車、
 その責任～　
　自転車を利用する機会が増えます。
　手軽に乗れる自転車ですが、交通
ルールをしっかりと守って安全で安心
な利用環境をつくりましょう。

士別警察署　㈹0165－23－0110

せいわ温泉
 ルオント入浴料
大人500円→400円
子供250円→200円

ソフトクリーム
   50円引き
平成30年6月30日まで有効
※有効期限内、何度でも
　利用可。
　他サービス券等の併用不可

✂

※クーポンは切り取り、ご提示願います。

✂　日頃より、道の駅
「森と湖の里ほろ
かない」をご利用い
ただきありがとうご
ざいます。道の駅で
は、町民の皆様に対
して毎月クーポンを
発行することといた
しましたので、ご利
用いただきますよう
お願いいたします。

道の駅
クーポン
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北海道上川保健所　精神保健相談のご案内
　上川保健所では、心の健康に関する困りごとを抱える方やご家族の方を対象に、
精神科医師による健康相談を行っています。 

＊こころの悩みについて  
・統合失調症やうつ病などの精神的な病気かどうか知りたい。
・高次脳機能障害（頭部外傷・脳血管疾患後の記憶障害等）で困っている。
・アルコールに関する問題で困っている。
・家族が部屋に閉じこもっている。
・眠れない。
・物忘れがひどくなった。
・子どもが過食・拒食している。
・受診させたいが、どうすればいいか　　など

＊こころの病気に関する情報紹介 
・退院したけれど、これからどうしたら
良いだろう。
・治療や日常生活について相談したい。 

★日　時／毎月第２水曜日　13：30～16：00のうち１時間程度
　　　　　平成30年度の相談日（日程は変わることがあります。その場合はお知らせします。）

★場　所／上川合同庁舎内　上川保健所　
★担当医／上川保健所嘱託医　猪俣光孝医師（医療法人社団旭川圭泉会病院副院長）
★対　象／上川保健所管内（幌加内町、鷹栖町、東神楽町、当麻町、比布町、愛別町、上川町、東川町、美瑛

町）のご本人と家族。
★その他／予約が必要です。相談日の２日前（その週の月曜日）までにご連絡ください。料金は無料です。

【連絡先】
北海道上川保健所健康推進課　健康支援係
　　住所：〒079-8610　旭川市永山6条19丁目1－1上川合同庁舎１階
　　電話：０１６６－４６－５９９２（直通）

4月11日（水） 5月16日（水） 6月13日（水） 7月11日（水） 8月8日（水） 9月12日（水）
10月10日（水） 11月14日（水） 12月12日（水） 1月9日（水） 2月13日（水） 3月13日（水）

２
月
１
日　
岩
井　
　
恵　
様
（
北
海
道
）

２
月
11
日　
永
田　
敦
士　
様
（
愛
知
県
）

２
月
21
日　
多
田　
淳
浩　
様
（
北
海
道
）

２
月
22
日　
柴
田　
典
幸　
様
（
北
海
道
）

２
月
23
日　
富
樫　
啓
一　
様
（
北
海
道
）

２
月
24
日　
宮
本　
　
匠　
様
（
北
海
道
）

２
月
24
日　
森　
　
広
人　
様
（
北
海
道
）

２
月
25
日　
椿　
　
　
晃　
様
（
北
海
道
）

２
月
26
日　
北
垣　
威
史　
様
（
北
海
道
）

２
月
26
日　
前
川
由
紀
子　
様
（
北
海
道
）

２
月
26
日　
（
有
）星
整
備
工
場

　
　
　
　
　
　
社
員
一
同　
様
（
北
海
道
）

２
月
27
日　
中
山　
　
孝　
様
（
北
海
道
）

２
月
27
日　
大
久
保
盛
厚　
様
（
北
海
道
）

２
月
27
日　
池
川　
武
志　
様
（
鹿
児
島
県
）

２
月
28
日　
松
本　
博
道　
様
（
北
海
道
）

２
月
28
日　
國
崎　
俊
廣　
様
（
北
海
道
）

２
月
28
日　
大
滝　
　
正　
様
（
北
海
道
）

２
月
28
日　
渡
辺　
暉
也　
様
（
北
海
道
）

２
月
28
日　
川
村　
利
明　
様
（
北
海
道
）

２
月
28
日　
千
葉　
大
輔　
様
（
神
奈
川
県
）

２
月
28
日　
児
玉
智
恵
子　
様
（
北
海
道
）

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

　
　
　
◆
ふ
る
さ
と
納
税
◆

　
　
　
　
〜 

２
月
分
の
寄
付
申
出
状
況 

〜

　
２
月
分
の
申
出
状
況
は
《
１
３
０
件
》
あ
り
ま
し
た
。

　
た
く
さ
ん
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
幌
加
内
町
の
力
に
な
り
励
み
に
な
り
ま
す
。

※
広
報
掲
載
希
望
者
の
み
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平成29年４月から平成30年
２月までの寄付申し込み件数
は《1,491件》です。
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２
月
分
の
申
出
状
況
は
《
１
３
０
件
》
あ
り
ま
し
た
。



　　

今
年
の
冬
は
48
年
ぶ
り
に
北
海
道

の
記
録
を
塗
り
替
え
る
最
深
積
雪
量

と
な
り
、
町
民
の
皆
様
に
は
大
変
な

ご
苦
労
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
災
害
対
策
本

部
を
設
置
し
対
応
し
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
町
民
の
皆
様

の
ご
協
力
と
ご
尽
力
に
厚
く
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

【
そ
の
１
】

　

ま
ず
、
最
初
の
ご
質
問
に
つ
き
ま

し
て
は
主
に
市
街
地
の
５
差
路
の
と

こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
横
断
歩
道

の
ア
ー
ム
標
識
に
つ
い
て
は
、
町
か

ら
も
士
別
警
察
署
へ
要
望
し
て
お

り
、
士
別
警
察
署
か
ら
は
、
他
で
不

要
に
な
っ
た
現
物
を
確
保
し
北
海
道

警
察
旭
川
方
面
本
部
へ
申
請
を
上
げ

て
い
ま
す
が
、
予
算
の
関
係
か
ら
現

段
階
で
は
は
っ
き
り
し
た
時
期
は
明

確
で
は
な
い
と
の
回
答
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
今
後
も
早
い
時
期
に

設
置
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願

い
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
５
差
路
は
国
道
・
道
道
・
町

道
が
交
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、
加

え
て
勾
配
も
あ
り
、
除
排
雪
の
管
理

が
非
常
に
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

国
道
排
雪
の
あ
る
４
自
治
区
長
と
国

道
管
理
者
、
町
建
設
課
と
懇
談
会
を

開
催
し
、
特
に
５
差
路
に
つ
き
ま
し

て
は
直
接
自
治
区
長
か
ら
要
望
を
伝

え
て
い
た
だ
き
維
持
管
理
の
改
善
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
、
連
携
を
強
め
て
し
っ

か
り
と
し
た
除
排
雪
を
行
う
よ
う
進

め
て
ま
い
り
た
く
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

【
そ
の
２
】　

　

次
に
融
雪
剤
等
の
対
策
に
つ
い
て

で
す
が
、
今
後
、
大
雪
に
よ
る
融
雪

災
害
や
農
作
業
の
遅
れ
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。

　

特
に
春
の
農
作
業
の
遅
れ
は
出
来

秋
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

す
。
こ
の
た
め
町
で
は
例
年
、
営
農

に
際
し
て
の
融
雪
剤
購
入
に
対
し
て

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
の

雪
は
災
害
対
策
に
匹
敵
す
る
と
い
う

観
点
か
ら
、
通
常
年
を
超
え
た
融
雪

剤
散
布
に
対
し
て
更
に
支
援
策
を
講

ず
る
べ
く
Ｊ
Ａ
と
も
協
議
を
し
な
が

ら
検
討
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
そ
の
３
】

　

次
に
除
排
雪
の
関
係
で
す
が
、
平

成
28
年
10
月
か
ら
行
っ
て
い
る
冬
期

生
活
除
雪
支
援
事
業
（
除
雪
機
械
購

入
補
助
）
に
お
い
て
、
以
前
に
行
っ

て
い
た
除
雪
委
託
普
及
促
進
事
業
補

助
金
よ
り
上
限
額
を
20
万
円
か
ら

40
万
円
に
、除
雪
ヘ
ル
パ
ー
（
組
合
）

が
購
入
す
る
場
合
は
補
助
率
を
½  
か

ら
⅔  
へ
、
補
助
金
の
上
限
額
を
50
万

円
か
ら
70
万
円
へ
と
支
援
内
容
を
拡

充
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、民
間
の
除
雪
に
関
し
て
は
、

今
回
の
大
雪
対
策
で
「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
事
業
」
に
よ
り
自
治
区
で

対
応
し
て
い
た
だ
き
、
除
雪
に
要
し

た
経
費
の
実
費
を
助
成
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
こ
れ
は
、
災
害
に
対
す
る
共

助
が
実
現
で
き
た
も
の
と
感
謝
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
、
自
治
区
や
町
内
会

に
お
い
て
災
害
に
限
ら
ず
本
事
業
を

大
い
に
活
用
し
て
「
共
助
」
が
更
に

進
化
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
以
上
の
支

援
と
除
雪
回
数
や
範
囲
の
見
直
し
に

関
し
て
は
見
直
す
考
え
は
あ
り
ま
せ

ん
の
で
、ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
在
の
介
護
人
材
確
保
事
業
で
実

施
し
て
い
る
施
策
を
、
本
町
に
住
ん

で
い
る
同
様
な
状
況
の
方
や
他
業
種

の
方
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
ご
質
問

か
と
考
え
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
地
方
創
生
は
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
人
口
減
少
に
歯

止
め
を
か
け
る
た
め
雇
用
の
場
の
確

保
・
創
出
を
図
る
た
め
、
幌
加
内
町

な
ら
で
は
の
「
ほ
ろ
か
な
い
そ
ば
」

「
朱
鞠
内
湖
」
を
生
か
し
た
地
方
創

生
と
、
プ
ラ
ン
樹
立
の
時
期
に
本
町

で
は
国
保
病
院
の
再
編
に
当
た
り
、

医
療
部
門
は
「
診
療
所
」
へ
、
介
護

療
養
（
当
時
の
入
院
患
者
の
ほ
と
ん

ど
の
方
）
部
門
は
「
地
域
密
着
型
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
」
に
転
換
す
る

こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
介
護
人
材

お
答
え

町
長
へ
の
手
紙

　第
11
回
手
紙
内
容
紹
介

雪
対
策
に
つ
い
て

【
そ
の
１
】

　

町
内
の
積
雪
は
３
２
４
㎝
の
記
録

と
な
り
、
道
路
標
識
が
雪
の
中
で
あ

り
、
ど
こ
に
設
置
さ
れ
て
い
る
か
分

か
ら
な
い
状
況
の
た
め
、
他
か
ら
来

た
運
転
者
の
目
に
入
る
よ
う
横
断
歩

道
の
標
識
は
ア
ー
ム
式
に
し
て
は
ど

う
か
。

　

ま
た
、
歩
道
の
除
雪
幅
が
狭
い
の

で
人
が
立
っ
て
も
見
え
る
よ
う
人
命

第
一
に
主
要
交
差
点
は
広
く
除
雪
が

必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

【
そ
の
２
】

　

道
路
の
除
雪
で
空
き
地
や
田
・
畑

な
ど
に
雪
を
飛
ば
し
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
通
年
で
す
と
融
雪
剤
な
ど

を
散
布
し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
年
は
高
い
雪
山
が
出
来
て
い

る
た
め
、
散
布
機
械
が
走
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
断
念
す
る
と
い
う
話
を

聞
き
ま
し
た
。
雪
の
量
が
多
い
た
め

通
常
の
融
雪
剤
で
は
効
果
が
乏
し
い

と
思
い
ま
す
が
町
と
し
て
は
何
の
対

策
も
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

【
そ
の
３
】

　

今
年
の
よ
う
な
大
雪
だ
と
ゴ
ミ
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
や
公
営
住
宅
、
団
地
の

周
囲
は
す
ぐ
に
埋
ま
る
。
道
路
沿
い

だ
け
で
は
な
く
中
の
ほ
う
も
排
雪
し

て
ほ
し
い
。
ま
た
、
民
間
の
除
雪
に

対
し
て
支
援
し
て
除
雪
回
数
や
範
囲

を
見
直
し
て
ほ
し
い
。

手
紙

移
住
制
度
に
つ
い
て

　

幌
加
内
町
の
制
度
を
使
っ
て
新

し
く
移
住
し
て
き
た
人
に
は
手
厚

い
優
遇
が
あ
り
ま
す
が
、
長
年
長

に
住
み
続
け
て
貢
献
し
て
く
れ
た

人
た
ち
に
は
何
も
な
い
の
で
す

か
？
差
が
大
き
い
の
で
は
と
感
じ

ま
し
た
。

手
紙

お
答
え
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看
護
師
は
「
厚
生
労
働
大
臣
の
免

許
を
受
け
て
、
療
養
上
の
世
話
、
ま

た
は
診
療
の
補
助
を
行
う
」と
さ
れ
、

一
方
、
准
看
護
師
は
「
都
道
府
県
知

事
の
免
許
を
得
て
、
医
師
、
歯
科
医

師
、
ま
た
は
看
護
師
の
指
示
を
受
け

て
療
養
上
の
世
話
、
ま
た
は
診
療
の

補
助
を
行
う
」
と
法
律
で
定
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
実
際
の
臨
床
の
場

に
お
い
て
は
、
看
護
師
と
准
看
護
師

は
、
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
に
仕
事
を
し
て

お
り
、
明
確
な
業
務
の
違
い
は
あ
り

ま
せ
ん
。
当
診
療
所
で
は
高
度
医
療

に
対
応
す
る
こ
と
が
稀
な
こ
と
か
ら

現
在
の
体
制
で
地
域
医
療
に
支
障
は

な
い
も
の
と
判
断
し
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
看
護
師
の
資
質
向
上
の
た

め
、
計
画
的
に
研
修
に
参
加
さ
せ
る

な
ど
個
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
は
努

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
の
で
ご
理
解

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

コ
ン
ビ
ニ
の
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
町
政
懇
談
会
や
議
会
な
ど
で
も

設
置
に
つ
い
て
ご
意
見
ご
質
問
が
上

が
っ
て
お
り
、
年
々
そ
の
声
が
高

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

過
去
に
コ
ン
ビ
ニ
会
社
と
お
話
を

す
る
機
会
を
設
け
ま
し
て
、
幌
加
内

町
へ
の
進
出
に
積
極
的
な
姿
勢
で
あ

り
ま
し
た
が
、「
本
町
の
人
口
規
模

及
び
今
後
の
人
口
減
少
に
伴
う
販
売

額
の
減
少
を
考
え
る
と
過
度
の
投
資

は
避
け
た
い
。
町
内
で
唯
一
の
生
鮮

品
・
生
活
雑
貨
を
扱
う
エ
ー
コ
ー
プ

幌
加
内
と
の
競
合
に
よ
る
共
倒
れ
の

危
険
性
も
十
分
あ
り
得
る
。
ま
た
、

従
業
員
の
確
保
が
非
常
に
困
難
に
な

る
。」
と
の
お
話
が
あ
り
、
こ
の
辺

が
コ
ン
ビ
ニ
出
店
の
最
大
の
懸
案
に

な
っ
て
い
る
と
認
識
し
た
と
こ
ろ
で

す
。
さ
ら
に
は
、
国
道
沿
い
へ
の
設

置
と
な
る
と
場
所
の
確
保
も
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

行
政
と
し
ま
し
て
は
、
既
存
の
商

店
も
あ
り
、
ひ
と
つ
の
業
者
に
重
き

を
お
き
商
業
経
営
に
直
接
か
か
わ
る

こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
と
考
え
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
し
か
し
な
が
ら
、
町

民
、
特
に
高
校
生
や
高
齢
者
か
ら
の

要
望
、
及
び
移
住
定
住
や
観
光
に
よ

る
交
流
人
口
に
対
応
す
る
た
め
に
も

コ
ン
ビ
ニ
設
置
は
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
に
お
い
て
も
既

存
の
企
業
誘
致
策
を
Ｐ
Ｒ
し
な
が
ら

コ
ン
ビ
ニ
設
置
の
可
能
性
を
探
っ
て

い
く
所
存
で
す
。

　
「
町
長
へ
の
手
紙
」
は
、
町
政
に

対
し
ま
し
て
毎
年
開
催
し
て
い
る
町

政
懇
談
会
や
色
々
な
会
合
を
通
じ
て

町
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
伺
い
し

て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
一
定
の

方
の
発
言
に
偏
っ
て
し
ま
う
場
合
や

全
体
の
場
で
は
発
言
が
し
に
く
い
と

い
う
声
も
多
く
聞
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
町
長
へ
の
手
紙
と
し

て
誰
で
も
気
軽
に
町
政
に
対
し
て
の

ご
意
見
や
ご
質
問
を
い
た
だ
け
る
よ

う
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
手
紙
に
あ
り
ま
し
た
ご

意
見
や
ご
質
問
に
関
し
て
は
広
報
を

通
じ
て
広
く
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
基
本
と
し
て
い
ま
す

が
、
手
紙
の
利
用
方
法
に
記
載
し
て

あ
り
ま
す
と
お
り
、
個
人
へ
の
中
傷

誹
謗
や
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
、

あ
る
い
は
公
序
良
俗
に
反
す
る
よ
う

な
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
回
答
が
出

来
な
い
（
広
報
へ
の
掲
載
は
出
来
な

い
）
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

理
解
く
だ
さ
い
。

確
保
は
町
内
の
み
な
ら
ず
、
道
内
外

の
各
介
護
事
業
所
で
は
人
材
確
保
に

大
変
苦
慮
し
社
会
問
題
に
も
な
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た
め
、
よ

り
一
層
介
護
人
材
の
確
保
が
必
要
と

な
る
状
況
で
あ
り
、
人
材
確
保
は
地

方
創
生
に
も
効
果
が
あ
る
と
の
判
断

か
ら
本
事
業
も
地
方
創
生
プ
ラ
ン
の

一
翼
を
担
う
も
の
と
し
事
業
化
し
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

制
度
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
準
備

段
階
か
ら
の
平
成
27
年
10
月
に
介
護

人
材
確
保
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た

と
こ
ろ
で
す
が
、
議
会
内
で
も
既
存

職
員
と
の
バ
ラ
ン
ス
や
他
の
町
外
高

校
卒
業
生
を
対
象
と
し
な
い
の
か
と

い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

本
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
本
町
が
抱
え
る
深
刻
な

人
材
不
足
に
悩
む
業
種
と
し
て
介
護

職
員
を
確
保
す
る
た
め
に
、
ま
た
、

お
子
さ
ん
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
、

保
育
園
、
各
学
校
の
人
数
増
加
に
よ

り
、
人
口
減
少
の
緩
和
も
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

本
町
の
全
体
像
の
中
で
、「
緊
急

に
人
材
確
保
す
る
こ
と
」・「
移
住
定

住
に
つ
な
が
る
こ
と
」
と
し
て
町
の

施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
時

間
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
保
育
士
の

確
保
施
策
、
既
存
、
介
護
職
員
と
の

バ
ラ
ン
ス
調
整
な
ど
を
考
え
て
い
き

ま
す
。
当
面
、
そ
の
他
の
業
種
拡
大

ま
で
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
の
で
ご
理

解
願
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
に
つ
い
て

　

各
振
込
み
、
買
物
が
便
利
に
な

り
国
道
沿
い
に
作
れ
ば
ド
ラ
イ

バ
ー
に
も
利
用
し
や
す
く
な
る
の

で
、コ
ン
ビ
ニ
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

手
紙

　

町
職
員
で
国
家
資
格
所
有
者
を

診
療
所
に
増
や
し
て
ほ
し
い
。
准

看
護
師
で
は
不
安
な
と
こ
ろ
が
多

い
。

手
紙

町
長
へ
の
手
紙
に
つ
い
て

　

こ
の
手
紙
の
利
用
方
法
の
説
明

が
分
か
ら
な
い
。 手

紙

お
答
え

お
答
え

お
答
え
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特集

地域振興室　（TEL：35-2121） 《地域間交流・地域活性化》
【事　業　名】　夢・人・郷づくり事業補助金
【概　　　要】　以下の事業を行う場合、補助を行います。

①本町の振興発展のため、まちづくりに意欲のある町民を国内外へ調査研修等に派遣する場合
②国内外との交流および国内での発表会、競技会への参加をする場合
③町民の資質向上と意識改革のため講師を招へいし、講演会、研修会、学習会、イベント等を開催
する場合

【補　助　率】　原則、対象経費の50％

産業課　（TEL：35-2121） 《農業関連》
【事　業　名】　農業振興奨励補助金
【概　　　要】　幌加内町農業振興計画」に定める施策の推進を図るため、農業者、関係団体等が自ら取り組む、補

助対象経費が原則50万円以上の事業に補助を行います。
【対 象 事 業】　（１）農業基盤整備事業　　　（２）営農施設整備事業　　（３）農村環境整備事業

（４）環境保全対策推進事業　（５）農業機械導入事業　　（６）営農対策推進事業
（７）奨励作物振興事業　　　（８）畜産振興対策事業　　（９）アグリビジネス推進事業
（10）担い手農業者育成事業　（11）農村活性化推進事業　（12）地域営農緊急対策事業

【補助対象者】　農業協同組合・土地改良区・農地所有適格法人・営農集団等・町長特認団体等
※原則、個人での申請はできません。申請に関しては、JAきたそらち幌加内支所へお問合わせ下
さい。

【補　助　額】　補助経費の２分の１以内の額
※対象事業毎に補助対象要件や補助金の額、割合などが異なりますので、農業振興係までご確認く
ださい。

【事　業　名】　農業振興資金
【概　　　要】　農家・農業生産団体が自主的に農業経営を拡大し、地域に適合した近代的農業の確立と農家経済の

安定を図るため、必要な資金の融資と利子の補給（4.0％以内）を行います。
【融　資　額】　（１）個人の場合…営農施設整備1,000万円、その他の事業500万円

（２）農業生産団体の場合…1,000万円
　　 ※土地基盤整備、営農施設等整備、畜産振興、地力増進、特産物開発
　　 …融資率事業費の90％、融資利率6.5％以内、償還期間10年以内（内、据置期間3年以内）
　　 ※経営安定
　　 …融資率事業費の100％、融資利率、償還期間、据置期間は他と同様

 《商工業関連》
【事　業　名】　商工業振興奨励補助金
【概　　　要】　「幌加内町総合振興計画」に定める商工業の活性化施策の推進を図るため、幌加内町商工会員等及

び小規模企業者が自ら取り組む補助対象経費が50万円以上の事業に補助を行います。
【対 象 事 業】　（１）店舗等建設事業　　　　（２）店舗等建設用地取得事業　　（３）機械設備導入事業

（４）担い手経営支援事業　　（５）新事業開発研究事業
【補助対象者】　租税公課を完納している次に掲げる個人又は団体等

商工会員または商工会員になることが見込まれる小企業者及び小規模企業者
【補　助　額】　上記（１）（３）の補助対象経費の２分の１以内の額で限度500万円

上記（２）の補助対象経費の全額で限度100万円以内
上記（４）については一律100万円
上記（５）の補助対象経費の2分の1以内の額で限度100万円以内
※上記（１）（２）（３）の補助金合計額は、500万円以内とします。
※対象事業毎に補助対象要件や補助金の額、割合などが異なりますので、商工観光係までご確認く
ださい。

平成30年度　町の補助・助成事業
町民の皆さまに関わる補助・助成事業をお知らせします。
申請方法や内容の詳細につきましては、各担当までお問合せください。
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町の補助・助成事業

【事　業　名】　中小企業補償融資
【概　　　要】　中小企業の維持発展に要する資金の融資を促進し、中小企業の健全育成振興を図るため、必要な融

資と利子の補給を行います。
【融　資　額】　（１）運転資金…通常限度額500万円以内、融資期間7年以内
　　　　　　　　　 特別限度額700万円以内、融資期間10年以内

（２）設備資金…通常限度額1,000万円以内、融資期間10年以内（据置期間１年以内）
（３）財務体質改善資金…2,000万円以内、融資期間20年以内（据置期間１年以内）
　　　など　※融資利率は、年6.5％以内

【事　業　名】　プレミアム付商品券発行補助金
【概　　　要】　地元商店の振興策として商工会が行なうプレミアム付商品券の発行に対し、補助金を交付する事業

です。夏期間、冬期間の2回実施しています。
【補 助 内 容】　1万円で1万2,000円分の商品券を購入できます。（1人3セットまで）

 《水産業関連》
【事　業　名】　水産業振興奨励補助金
【概　　　要】　内水面漁業の振興に関する法律（平成26年法律第103号）に定める基本理念、基本方針に基づき

国、北海道、幌加内町の役割を踏まえ、内水面漁業者及び関係団体等が取り組む事業に対し、補助
対象経費が50万円以上の事業に補助を行います。

【対 象 事 業】　（１）内水面水産資源の生息状況等の調査に関する事業
（２）内水面水産資源の回復に関する事業
（３）内水面における漁場環境の再生に関する事業
（４）内水面漁業の健全な発展に関する事業
（５）その他、内水面漁業の振興に関する事業

【補助対象者】　町内に事業所を有する下記の団体
漁業協同組合・ＮＰＯ団体・森林整備団体・町長特認団体等

【補　助　額】　補助対象経費の3分の2以内の額
※対象事業毎に補助対象要件や補助金の額、割合などが異なりますので、水産係までご確認くださ
い。

建設課　（TEL：35-2123） 《住宅・浄化槽等》
【事　業　名】　持ち家建設促進事業
【概　　　要】　町内に住宅を建設する者（持ち家建設促進奨励金）及び従業員の居住用に供する住宅を建設する企

業等（雇用促進住宅建設奨励金）に助成します。
【補　助　額】　①持ち家建設促進奨励金～住宅に係る課税標準額の100分の15以内の額として200万円（特別

住宅は250万円を限度）としたものに下記の表に定める加算額を合算した額

　　　　　　　別表

②雇用促進住宅建設奨励金～雇用促進住宅に係る課税標準額の４分の３以内とし、１戸あたり
300万円を限度としたものに、建設地に係る評価額の２分の１以内を合算した額

※特別住宅とは…北方型住宅及び長期優良住宅を指します。
※北方型住宅の登録を受け特別住宅として申請する場合は、他の国費事業と重複できない場合があ
りますので、事前にご相談ください。

【事　業　名】　住宅リフォーム補助金事業
【概　　　要】　幌加内町に住民票の登録がされており、自己の居住の用に供する、住宅リフォーム工事を実施する

ものに対し、助成します。
【補　助　額】　工事金額が30万円を超えるリフォーム工事とし、工事に要した金額の５分の２以内の額とし、30

万円が限度（町外業者は20万円が限度）
※工事施工者は建設業の許可が必要です。

【事　業　名】　農業集落排水処理施設排水設備工事改造資金融資あっせん事業
【概　　　要】　農業集落排水設備工事を施工し、自己資金のみでは工事費を一時に負担することが困難である方に

対して融資します。
【融　資　額】　融資額は90万円を限度

加 算 項 目 用　　　件 加　　　算　　　額
新築住宅建設加算 住宅を新築した者 一律200万円
中古住宅購入加算 中古住宅を購入した者 200万円に経年減点補正率を乗じた額
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特集

住民課　（TEL：35-2124） 《環境衛生》
【事　業　名】　幌加内町害虫駆除薬剤購入補助金
【概　　　要】　幌加内町の区域において発生した害虫（カメムシなど）を駆除するための薬剤購入費を助成します。
【補　助　額】　個人の場合は購入経費の2分の1以内の額（限度額…3万円）
　　　　　　　自治区の場合は購入経費の5分の4以内の額

【事　業　名】　幌加内町不良空き建築物等撤去促進事業補助金
【概　　　要】　幌加内町の景観に支障を与え、又は支障を与える恐れのある建物を撤去し、美しい景観形成と生活

環境の整備を図るための不良空き建築物等撤去の助成を行います。
【補　助　額】　解体にかかる経費の３分の２以内の額（限度額…50万円）

※ただし、助成期間内で1回限り

《交　　通》
【事　業　名】　路線バス利用促進にかかわる助成制度
①バス回数券助成
【概　　　要】　JR北海道バス深名線の利用を図り、地域住民の交通手段を確保することを目的として、回数券・

定期券の助成を行います。
【助成対象者】　本町に住所を有する65歳以上の方及び幌加内高校生
【助 成 内 容】　800円で1,100円分の回数券を購入できます。
②バス定期券助成
【助成対象者】　本町に住所を有する高校生、大学生、各種学校生及び本町に住所を有する65歳以上の方
【助　成　率】　20％以内

【事　業　名】　チャイルドシート等購入費助成
【概　　　要】　乳幼児の交通安全対策と子育て支援の一環として、チャイルドシート等を新規に購入した保護者に

対し、その購入費用に要した費用の一部を助成します。
【助　成　額】　2万円を限度に助成

※2万円に満たない場合はその購入金額となります。
 《住民生活》
【事　業　名】　冬期生活除雪支援事業補助金
【概　　　要】　冬期間における生活除雪の負担を軽減するため、除雪機械等の購入に対する助成を行います。
【助成対象者】　本町に住所を有し、生活除雪に必要な堆雪場所が確保できる方。

また除雪機械等を有していない、もしくは、耐用年数を勘案して５年以上経過した除雪機を有し、
下取りして購入する方。

【助　成　率】　除雪機械等の購入経費の2分の1以内の額（限度額…40万円）　※個人の場合
除雪機械等の購入経費の3分の2以内の額（限度額…70万円）　※除雪ヘルパーの場合

《国民健康保険・乳幼児医療》
【事　業　名】　乳幼児等医療費助成事業
【概　　　要】　乳幼児等（中学校３年生まで）の医療費の一部を助成します。医療費から基本利用料、食事療養標

準負担額及び付加給付される額を控除して得た額を保護者に対して助成します。

【事　業　名】　人間ドック受診助成事業
【概　　　要】　人間ドックを受診する35歳以上の方（幌加内町国民健康保険の被保険者及び後期高齢者医療保険

被保険者）に対して助成します。
【助　成　額】　２万円を限度に助成

※90万円に満たない場合は工事金額となります。また利子補給は、取扱金融機関が資金を融資し
たときは、資金に係る利子の金額を金融機関との協議書による利子以内で町が利子等を補給しま
す。延滞利子については負担しません。

【事　業　名】　個別排水処理施設排水設備工事改造資金融資あっせん事業
【概　　　要】　個別排水設備工事を設置し、自己資金のみでは工事費を一時に負担することが困難である方に対し

て融資します。
【融　資　額】　融資額は90万円を限度

※90万円に満たない場合は工事金額となります。また利子補給は、取扱金融機関が資金を融資し
たときは、資金に係る利子の金額を金融機関との協議書による利子以内で町が利子等を補給しま
す。延滞利子については負担しません。
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町の補助・助成事業

保健福祉課　（TEL：35-3090） 《保　　健》
【事　業　名】　インフルエンザワクチン接種助成事業
【概　　　要】　町内医療機関において、インフルエンザ予防接種を受ける方に、その費用を助成します。
【接 種 料 金】　中学生以下…無料
　　　　　　　高校生以上…1,000円（自己負担）

【事　業　名】　肺炎球菌予防接種助成事業
【概　　　要】　町内医療機関において、肺炎球菌予防接種を受ける満70歳以上の高齢者にその費用全額を助成し

ます。
【接 種 料 金】　無料

【事　業　名】　日本脳炎予防接種助成事業
【概　　　要】　日本脳炎予防接種区域となったため、経過措置対象者（18～ 20歳）の町外医療機関での接種に

対して助成します。
【助　成　額】　予防接種に要した費用

【事　業　名】　人間ドック受診助成事業
【概　　　要】　医療機関において、人間ドックを受診する35歳以上の方（幌加内町国民健康保険の被保険者でな

い）に対して助成します。
【助　成　額】　２万円を限度に助成

※医療保険から人間ドック受診に係る費用負担を受ける場合は、これを差し引いた額になります。

《子育て支援》
【事　業　名】　保育料無償化事業
【概　　　要】　双葉保育園・みゆき保育所に入所されている園児の子育て支援策として、保育料を無償化していま

す。

【事　業　名】　乳幼児任意予防接種助成事業
【概　　　要】　町内の医療機関において、流行性耳下腺炎（おたふくかぜ）、ロタウイルス、B型肝炎の各予防接

種を受ける乳幼児の保護者に、各予防接種費用を全額助成（接種料金無料）するものです。
※予防接種の対象となる年齢は予防接種により違いますので、ご確認ください。

【事　業　名】　風疹予防接種助成事業
【概　　　要】　町内の医療機関において、先天性風疹症候群の発生を予防することを目的に、対象者（妊娠を予定

している女性やその家族等）の予防接種費用を全額助成（接種料金無料）します。

【事　業　名】　出産祝金支給事業
【概　　　要】　町内に１年以上在住し、２児を養育し、第３子以上の出産があり、かつ６カ月以上児童を養育して

いる方に出産祝金を支給します。
【支　給　額】　10万円

【事　業　名】　児童養育手当支給事業
【概　　　要】　３人以上の児童を養育し、かつ、生計を同じくする方に養育手当を支給します。
【支　給　額】　支給要件児童３人目以降１人につき月額8,000円

【事　業　名】　遺児手当支給事業
【概　　　要】　生計の中心となっている者を失った義務教育終了前の児童等を扶養している方に手当を支給しま

す。
【支　給　額】　月額2,000円　

【事　業　名】　妊婦健康診査等助成事業
【概　　　要】　妊婦さん一人につき、妊婦一般健康診査14回分、超音波検査６回分の受診券を交付し、妊婦健康

診査を医療機関及び助産所で受診していただきます。
里帰り等のため委託医療機関等以外の医療機関等で受診した場合は、健康診査の費用を助成します。

【事　業　名】　指定ごみ袋支給事業
【概　　　要】　満２歳に満たない乳幼児、幌加内町障害者等日常生活用具給付事業・家族介護用品支給事業により、

紙おむつの支給を受けている世帯にごみ袋を支給します。
【支 給 枚 数】　燃やせるごみ用70リットル袋…４枚／月（年間50枚を上限）

※ひと月に満たない場合は１週１枚とします。
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特集

【事　業　名】　妊産婦健診等交通費助成事業
【概　　　要】　妊婦健診、出産、産婦健診を受診した際の交通費を助成します（妊婦健診は14回を上限、片道１

回1,600円、往復3,200円）。また出産に際して、事前に宿泊施設に宿泊した宿泊費の全額もし
くは一部を助成します（５日分限度、上限１日5,000円）。
※ただし、里帰り先から受診、宿泊した分は除きます。

《介　　護》
【事　業　名】　高齢者等の住みやすい住宅改造事業　
【概　　　要】　介助を必要とする高齢者及び重度身体障がい者が自宅において暮らしやすい生活ができるように住

宅の浴室、トイレ、洗面所、玄関等をリフォームする場合に助成を行います。
【助　成　額】　工事費の２分の１以内の額（限度額…50万円）

【事　業　名】　除雪サービス事業（在宅生活、介護予防支援事業）
【概　　　要】　一人暮らしの高齢者、高齢者世帯等で、自力で除雪することが困難な方に対して、自立した生活及

び介護予防を支援するために、除雪時に家屋の玄関、居間･寝室の窓、屋根の除雪を行います。
【自己負担額】　１シーズン6,000円

【事　業　名】　寝たきり老人等介護手当支給事業
【概　　　要】　65歳以上の在宅の寝たきり老人、65歳未満の在宅者寝たきり重度心身障がい者、65歳未満の寝

たきり特定疾患患者又は認知症の状態にある者の介護者に対し、介護手当を支給します。
【支　給　額】　月額8,000円

【事　業　名】　家族介護用品支給事業
【概　　　要】　町民税非課税世帯であり、要介護４又は５の介護保険の認定を受け、在宅で常時介護を受けている

者を介護する家族に対し、月額8,500円以内、年額10万円以内の介護用品を現物支給します。

《障がい者・高齢者関連》
【事　業　名】　高齢者世帯等生活支援費支給事業
①除雪費支給
【概　　　要】　世帯主が70歳以上、同居の親族が65歳以上の老人で構成されている世帯や70歳以上の独居老人

世帯、母子世帯、身体障害者手帳１級又は２級に該当し、その方の収入により生計が維持されてい
る世帯等に除雪費の一部を助成します。

【支　給　額】　3万円以内　

②福祉灯油代支給
【概　　　要】　世帯の前年の総所得金額を合計し、配偶者及び扶養親族等の数に応じて算出された、定められた所

得等の基準以下の老人家庭等に暖房用灯油代の一部を助成します。
【支　給　額】　年額7,000円

③高齢者福祉手当支給
【概　　　要】　町民税非課税世帯で年齢70歳以上の高齢者に対し手当を支給します。
【支　給　額】　年額1万円

【事　業　名】　高齢者敬老事業
【概　　　要】　以下の事業に対して助成を行います。

①敬老事業
各自治区で実施する敬老会事業の経費として、満年齢 75歳以上の敬老者に対して 1人 3,000
円を助成

②百歳記念祝金
　百歳に達する方に5万円の百歳記念祝金を贈呈
③金杯
　結婚後50年目の夫婦に金婚記念品として金杯を贈呈

【事　業　名】　高齢者等「せいわ温泉ルオント」入館料優待事業
【概　　　要】　満65歳以上の方、身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者保健福祉手帳の交付を受けた方に年24

回分の「せいわ温泉ルオント」の入館料優待券を交付します。

【事　業　名】　成年後見制度利用支援事業
【概　　　要】　判断能力が不十分で日常生活に支障があり、成年後見制度の対象となった方の利用料の助成を行い

ます。
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町の補助・助成事業

教育委員会　（TEL：35-2177） 《教　　育》

【事　業　名】　奨学資金
【概　　　要】　高等学校・大学・技術者養成機関・特定の学芸技能を習得する機関に入学又は在学する方で、学資

の支弁困難な者に対して貸与又は支給します。
【補　助　額】　①高等学校…月額1万5,000円以内（幌加内高等学校…１万円以内）

②大学…月額3万円以内
③医師を養成する大学…月額12万円以内
④技術者養成機関又は特定の学芸技能を習得する機関…月額３万円以内

【事　業　名】　高等学校生徒下宿費等補助事業
【概　　　要】　高等学校の生徒が幌加内町外へ入学又は在学する保護者の経済的負担軽減を図り、修学機会を確保

することを目的として、下宿等に係る費用の一部を助成いたします。※下宿とは…下宿・アパート・
寮を指します。

【助成対象者】　町外の高等学校へ入学する者又は在学者で、下宿の費用を負担し生計を一にする親族
（生徒同士で居住している場合はどちらか一人の親族）

【対象外となる場合】
1　下宿の費用が３万円に満たない場合
2　下宿の入居が連続して１ヶ月に満たない場合
3　下宿に親族が居住している場合
4　生計を一つにする親族に公租公課を滞納している者がいる場合
5　国、北海道、他の市町村から下宿費の費用に係る助成を受けている場合

【補　助　額】　下宿の費用が、月額３万円を超える場合に、生徒一人につき月額１万円を助成

【助　成　額】　①在宅生活者　　月額2万8,000円　
②施設等入所者　月額1万8,000円

【事　業　名】　身体障害者用自動車改造費助成事業
【概　　　要】　重度の上肢、下肢または体幹機能障害を有する重度身体障害者（児）が就労、通学、通院、通所、

生業等のために自動車を取得し、改造する場合に要する経費の一部を助成します。
【助成限度額】　10万円
　　　　　　　※自ら運転する自動車の場合は、操作装置及び駆動装置等の改造に要する経費となります。

【事　業　名】　障害者福祉手当支給事業
【概　　　要】　町民税非課税で、身体障害者手帳１級又は２級に該当する者、療育手帳の交付を受けた者、精神障

害者保健福祉手帳の１級又は２級に該当する者、国民年金法の障害者基礎年金を受けている者に対
して手当を支給します。

【支　給　額】　年額1万円

【事　業　名】　在宅障害者（児）施設通所費助成事業
【概　　　要】　心身障害者（児）及び精神障害者が社会復帰するための施設や訓練施設へ通所する交通費を助成し

ます。
【助　成　額】　交通費の半額

【事　業　名】　在宅障害児療育費助成事業
【概　　　要】　療育機関に通所する在宅障害児が療育指導を受けるために要する自己負担額を助成します。

【事　業　名】　精神障害者通院交通費助成事業
【概　　　要】　精神障害者に対して、月２回を限度に通院交通費を助成します。

【事　業　名】　難病患者通院費助成事業
【概　　　要】　難病患者に対して、月２回を限度に通院費の実費相当額を助成します。

2018.521



2018.5 22



国民年金と同時に加入
できる制度付加年金とは
　自営業などの第1号被保険者には、厚生年金保険のような上乗せの年金
制度がありません。そこで、老齢基礎年金とセットで老後の経済的な支え
となる年金制度があり、希望すれば加入することができます。これらは公
的年金制度のため、税制上の優遇があります。

◎付加年金とは  　　
　第1号被保険者及び任意加入被保険者の方は、月々の定額保険料に付加保険料（400円）をプ
ラスして納めることで、65歳から受け取る老齢基礎年金の年額に付加年金を上乗せして受け取
ることができます。付加年金は、老齢基礎年金と合わせて受給できる終身年金ですが、定額のた
め、物価スライド（増額・減額）はありません。付加年金額は、「200円×付加保険料納付月数」
です。2年間で納めた保険料と同額になり、その後は加算されていきます。

◎申請の手続き  　　
申請場所：役場住民課戸籍年金係
必要書類：基礎年金番号のわかるもの、印鑑
注　　意：付加保険料の納付は、申し込んだ月分からとなります。納付期限を過ぎると、納付が

できなくなりますので十分注意してください（納付期限は翌月末日。休日・祝日の場
合は翌営業日）。

×下記の方は、付加年金に加入できませんのでご注意ください×
　65歳以上の特例の任意加入被保険者、国民年金第2号被保険者、国民年金第3号被保険者、国
民年金基金の加入員

◎60歳からの任意加入とは  　　
　60歳までに老齢基礎年金の受給資格期間（25年）を満たしてない場合や、40年の納付済期間
がないため老齢基礎年金を満額受給できない場合であって、厚生年金・共済組合に加入していな
いときは、60歳以降（申出された月以降）でも任意加入することができます。ただし、さかのぼっ
て加入することはできません。なお、保険料の納付方法は原則口座振替となります。

付加加入年数と保険料納付額 付加年金受取額（年額） ２年間で受け取る付加年金額

1年　 4,800円 2,400円 4,800円

10年　48,000円 24,000円 48,000円

20年　96,000円 48,000円 96,000円

付加年金（年額受取額）の計算方式
２００円×付加保険料納付月数

２年間で納めた保険料と同額になり、その後はお得です！

●付加年金納付額と受取り額早見表（抜粋）
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●乳幼児・児童に関する行事
フッ化物塗布 ６日（水） 双葉保育園 15：30～16：30

７日（木） みゆき保育所（朱鞠内） 10：30～10：45
子育て教室 21日（木） 農業活性化センター 10：00～11：30

乳幼児予防接種

５日（火）

町立幌加内診療所 15：00～16：3012日（火）
19日（火）
26日（火）

●成人・老人に関する行事

老人健康相談

６日（水） 母子里老人クラブ 10：00～11：00
11日（月） 幌加内老人クラブ ９：00～10：00
13日（水） 政和老人クラブ 10：00～11：00
14日（木） 添牛内老人クラブ 10：00～11：00
20日（水） 朱鞠内老人クラブ 10：00～11：00

乳・子宮がん検診 25日（月） 保健福祉総合センター 受診案内をご覧ください

６

第220回
「保険者インセンティブ制度」

　健康づくりに対する取り組みの多い保険者ほど支援が手厚くなり、結果
的には自分たちが支払う保険料に反映されていきます。
　健康増進法では、健康づくりは国民の責務と定められています。予防で
きる病気を減らし、できるだけ健康寿命を延ばし、世界的にみても優れた
制度である皆保険制度を継続し、後世に残していけるかどうかは一人ひと
りの心がけ次第です。

健　康
コラム
2018 保険者インセンティブ制度
　少子高齢化社会を迎え、高齢者人口の増加とともに全体の医療費が増え
続け、このままでは国民皆医療保険制度を維持していくことが難しくなっ
ています。
　このため、医療制度改革の一つとして医療費の高騰の原因の一つとされ
る、糖尿病などの生活習慣病の医療費を抑えるために、国を挙げて生活習
慣病予防に取り組んでおり、平成20年4月から、国民健康保険や健康保険組合といった各医療保険者が40歳から74歳
の加入者を対象に特定健康診査・特定保健指導を実施しています。
　平成30年度からは更に健康づくりに対する各保険者の取り組みを後押しするため保険者インセンティブ制度（頑張っ
たものを応援するしくみ）が始まりました。各保険者のインセンティブ制度については以下の表のとおりです。

●母子健康手帳および妊婦一般健康診査受診票の交付は、アルクで行っ
ております。妊娠がわかりましたら、早めに交付を受けてください。ま
た、来所の前にアルクへご連絡いただけると交付がスムーズです。
●肝炎ウイルス検診を実施しています。対象者は、40 歳以上の方で過去
に検診を受けられたことのない方です。検査を希望される方は、事前に　
アルク保健師までご連絡ください。（電話：35-3090）

保険者種別 健康保険組合・共済組合 協会けんぽ 国保（都道府県・市町村） 後期高齢者医療広域連合

手 法 等
後期高齢者支援金の加算・
減算制度の見直し

評価指標に係る取組の結果
を都府県支部ごとの保険料
率に反映

保険者努力支援制度を創設 各広域連合の取組等を特別
調整交付金に反映

共通指標
①特定健診・保健指導　②特定健診以外の健診（がん検診、歯科健診など）　③糖尿病の重症化予防　
④ヘルスケアポイントなどの個人へのインセンティブ等　
⑤重複頻回受診・重複投薬・多剤投与などの防止対策　⑥後発医薬品の使用促進

独自指標
・被扶養者の健診実施率向
上
・事業主との連携（受動喫煙
防止等）等の取組を評価

医療機関への受診勧奨を受
けた要治療者の医療機関受
診率等

保険料収納率向上等 高齢者の特性（フレイルな
ど）を踏まえた保健事業の
実施等

2018.5 24



◆　◆　◆　◆　◆　生涯学習カレンダー　◆　◆　◆　◆　◆

5月 15日㊋ 町内合同清掃活動
幌加内市街 10:30～
朱鞠内市街 13:10～

6月 23日㊏ 子ども芸術劇場
　人形劇「三まいのおふだ」

町民研修センター
大講堂 14:00～

■「町内合同清掃活動」
　　開催のお知らせ

◇今月の新しい本

・祝葬 久坂部羊／著（講談社）
　自分の死を暗示する
ような謎の言葉を遺
し、37歳の若さで死
んだ医師・土岐佑介。
彼は生前、代々信州
を地盤とする医師の
家系である自分たち
一族には「早死に
の呪い」がかけら
れていると語り…。

・駒子さんは出世なん
　てしたくなかった
 碧野圭／著
 （キノブックス）
・ヒトごろし
 京極夏彦／著
 （新潮社）
・おうちでできる
　おおらか金継ぎ
 堀道広／著
　　　  （実業之日本社）
・できるゼロからはじめる
　iPhone X/8/8 Plus超入門
 宝林岳之　白根雅彦／著（インプレス）
・映画きかんしゃトーマス
　とびだせ！友情の大冒険
 ウィルバート・オードリー／原作
 （ポプラ社）

　昨年に引き続き、「町内合同清掃活動」を実施
します。
　町内の児童生徒と交流を図りながら、私たち
の住む町「ほろかない」をきれいにしましょう。
【日　　程】　
　平成30年5月15日（火） ※雨天中止
【場所・時間】　
　（１）幌加内市街（集合場所：幌加内小学校・幌

加内中学校・幌加内高校前） 10:30～
　（２）朱鞠内市街（集合場所：朱鞠内小学校前）
 13:10～
【持 ち 物】　
ごみ袋（レジ袋等でかまいません）、軍手など

【お問合せ】　
教育委員会社会教育係
（TEL  0165-35-2177）

2018.525
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北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
の
開
幕
戦
ツ
ア
ー

に
ご
参
加
の
皆
さ
ん
、大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ド
ー
ム
の
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
に
は
２
回
ほ
ど
、
幌
加
内

町
の
方
が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
！

　
次
回
は
、
応
援
ツ
ア
ー
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の

ツ
ア
ー
で
は
な
ん
と
、
西
川
選
手
、
浦
野
選
手
と
集
合

写
真
が
撮
れ
る
予
定
の
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
日
付
な
ど
調
整
中
で
す
の
で
、
決
ま
り
し
だ

い
、
ま
た
ご
周
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
！

（３月末現在）

世帯数 786世帯
（前月比－15）

人　口 1,518人
（前月比－27）

　　男 744人
　女 774人

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

　
３
月
12
日　
片
岡
美
代
子　
様　
77
歳

　
３
月
22
日　
伊
藤
ハ
ル
ヱ　
様　
103
歳

　
４
月
５
日　
奥
野
は
つ
ゑ　
様　
92
歳

ご
厚
志
に
感
謝
し
ま
す

◆
社
会
福
祉
協
議
会
に
◆

　
３
月
20
日　
中
谷　
道
春　
様

 

（
離
町
に
際
し
て
）

　
３
月
22
日　
伊
藤　
　
功　
様

 

（
母
、
ハ
ル
ヱ
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

　
３
月
22
日　
白
坂　
孝
司　
様

 

（
離
町
に
際
し
て
）

　
３
月
23
日　
片
岡　
幸
恵　
様

 

（
母
、
美
代
子
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

　
３
月
27
日　
児
玉　
　
博　
様

 

（
教
育
長
の
退
任
に
際
し
て
）

　
4
月
９
日　
奥
野　
豊
利　
様

 

（
母
、
は
つ
ゑ
様
の
葬
儀
に
際
し
て
）

◆
奨
学
資
金
へ
◆

　
３
月
27
日　
児
玉　
　
博　
様

 

（
退
任
に
際
し
て
）

◆
一
般
寄
付
◆

　
３
月
22
日　
浦
辻
塗
装
株
式
会
社　
様

（
創
業
50
周
年
記
念
に
際
し
て
）

◆
高
齢
者
肺
炎
予
防
基
金
へ
◆

　
３
月
30
日　
木
下
八
代
恵　
様

（
退
職
に
際
し
て
）

今月の表紙 ピッカピカの一年生
　朱鞠内小学校（遠藤友文校長）の
入学式が４月６日（金）に挙行され、
新一年生となった２名の児童が入学
しました。
　式では、担任の先生から名前を呼
ばれると、ビシッと手を上げて、元
気いっぱいに「はい！」と返事をし
ている姿が、とても印象的でした。
　夢と希望に胸を膨らませた小学校
生活のスタートに、これから楽しんで、何にでもチャレンジ
のできる、お兄さん、お姉さんになってくださいね！

●
ひ
と
の
う
ご
き
●

ひ
と
の
う
ご
き

ひ
と
の
う
ご
き
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せいわ温泉ルオント無料送迎バス

●お迎え時間
9：25 沼牛会館前
9：30 沼牛改善センター前
9：35 下幌加内会館前
9：40 沼牛駅前
9：50 平和会館前
10：00 歯科診療所前
10：01 交流プラザ前
10：03 幌加内小学校前
10：06 振興バス停前
10：10 上幌加内バス停前
10：20 せいわ温泉着

どなたでも
利用できます

●お送り時間
14：30 せいわ温泉出発～

　順次、お迎え場所へ

せいわ温泉ルオント無料送迎バスせいわ温泉ルオント無料送迎バス
毎週月曜・金曜日は無料送迎バスの日
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